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1. 基本構想 
   

一般的な L２学習者の苦悩・・・漢字をいくら学んでも、次から次へ新しい形が現れ、いつまでた

っても達成感も終わった感も得られない。もう無理だ、やめよう、あきらめよう・・・。

（克服不能感 漢字の川に溺れ死ぬ） ※L2学習者＝第二言語/外国語としての日本語学習者 

 

KanjiKreativ 学習者の喜び・・・なんか複雑に見える漢字だけど、これを覚えときゃ、その組み

合わせだけで大体意味がわかるようになるんでしょ。表意文字の奥義をマスターしちゃった

よ！（わかる・データ管理可能感！ 漢字の魅力体得！） 

 

KanjiKreativ（漢字クレアティブ。以下、KK）は、誰もが漢字を記憶できる独自の方法論を打ち

立てた。 

 

１．１ 意味の体系をもった 281原子を形態的に体系立てて学ぶ 
 

「従来の漢字学習法と KK の漢字学習法の発

想は全く異なっている。 

 

例えば、外国人向けのHeisig法にせよ、日本

人向けの『学習配当表』にせよ、漢字一をつ

一つ習っていき、いつか（何年か先に？）常

用漢字全部という到達点に達するという方針

では同じである。 

 

一方、KKでは、常用漢字全2136字から筆者が

抽出した『最小構成要素＝原子』を先ず習う。

その上で、この原子の組み合わせで漢字を学

ぶ。 

 

新たな字を学ぶとは、従来の漢字学習法では

新たな字形を学ぶことである。一方KKでは、

新たな「組み合わせ」を学ぶことに、変わる。 

 

原子は漢字の部品であり、意味をもった最小

構成要素である。合計２８１ある。事実上す

べての漢字は、この原子の組み合わせだけで

できている。だから原子さえ学べば、漢字の

世界を泳いでいける。原子は漢字世界を解く

カギなのである。KKでは、漢字の世界の『始

めと終わり』を把握できる体系的な記号処理

能力が獲得できるわけである。 
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このKKから『漢字教育のパラダイム・チェンジ』が始まるかもしれない。」 

 

（山田ボヒネック 2017:7(印刷中) JaH （ドイツ大学日本語教育研究会）：紀要第5号「『グ

ローバル化時代:”KanjiKreativ” 採択−文化記号学的漢字教育』のすすめ Die Generation 

der Globalisierung:Anstoß zur “Anwendung des ́KanjiKreativ−E- Learningsprogramms 
für die kultursemiotische Didaktik für die japanischen Orthographie“」 

 

 

１．２ 学習者の母語で漢字の形と意味を覚える 
 ⇒ 「識字力」（字形と意味）を養成する 

 

〈原子の学習〉 

漢字の部品「原子」は、学習者の母語で学

ぶ。（日本語は使わない。）原子の１つで

ある「貝」を例に上げると： 

 

 「貝」 ―＞ 「Muschel」（購買手段） 

      (shell) 

 

漢字は表意文字なので、文字の意味は言語

によらず普遍的である。だから 

 

 「漢字の形・意味を 母語で覚える」 

 

ことができる。それも視覚だけで覚えるこ

とができる。覚える際には、漢字の字形の

元になったイメージと共に覚える。この例では貝がらの絵である。 

 

 

 貝がらの絵   ＜＝＞  「貝」  ＜＝＞  「Muschel」（購買手段） 

         (shell) 

 

つまり、 

 

 「この絵が、この字になった。 意味はこれだ。」 

 

ということを、右脳と左能を同時に使って母語で覚える。eLearning では３秒程度のアニメーシ

ョンを使っている。ただの暗記ではないので、簡単だし、忘れにくい。 
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〈漢字の学習〉 

漢字の形と意味も母語で覚える。日本語は

使う必要がない。 

 

すでに原子を覚えているので、原子の組み

合わせで漢字の形を覚える。 

 「言」＋「丶」＋「水」＝「詠」 

 「say」＋「droplet point」＋「water」 

と足し算で覚えてゆく。 

 

但し、２８１の原子をランダムに組み合わ

せることはしない。最も利用頻度の多い

「口」原子から順番に、「増分法（後述）」

で漢字を覚えてゆく。原子の使い方に慣れ

ながら段階的に漢字の形を覚えるので、無

理なく、漢字の形を覚えられる。 

 

なお、この「詠」の字では、旁に「永」という形が出て来る。上の図でも「永、泳、詠」と３つ

あることがわかる。「エイ」という形声記号になっている。言い方を換えれば、「永」という部

品は漢字を造字する力があるということである。 

 

このような「原子の組み合わせでできた造字能力をもった部品」のことを「分子」と呼んでいる。

分子にも意味があるので、形と意味を覚えられるようにしている。 

 「丶」＋「水」＝「永」（eternal） 

分子は登場するたびに参考として呈示する。アニメーションは使わない。 

 

漢字の意味についても、原子（または分子）の組み合わせで覚える。 

 「言」×「丶」×「水」 または 「言」×「永」 

但し、意味については、掛け算的なふくらみがある。 

 「say」×「droplet point」×「water」 －＞ 「Poem; Write a poem」 

 「say」×「eternal」  －＞ 「Poem; Write a poem」 

 

KKでは原子または分子の意味から漢字の意味が推測しやすくなるように暗記文を呈示している。

この「詠」の場合、 

 「Through poetry words can exist eternally.」（下線部が形に対応） 

この暗記文は学習者によって好みがあるので、eLearning 教材では、学習者が自由に編集・記録

できるようにしている。 

 

原子や分子の意味から漢字の意味を推測する方法は、慣れるしかない。しかし、「漢字まるごと

の形から意味を丸暗記」する通常の方法に比べれば、「原子や分子の意味から漢字の意味を推測」

するのははるかに頭にやさしく簡単である。 

 

形は足し算でも、意味は掛け算的にふくらんでしまうのは、おそらく造語の本質に関わることで

ある。新たな意味をもった何かに名付ける際に、知った言葉（文字）を組み合わせて足し算以上

の意味を与えたのが新しい言葉（文字）なのであろう。（仏言語学者 André Martinet［1949］のい

う二重階層性「Double Articulation 二重表徴性」によれば、音声言語の構造は、意味をもたない第一表

徴レベル［言語音＞音素］と、意味をもつ第二表徴レベル［語彙＞文＞テクスト］からなる。KK では、

「原子」が第一表徴レベルにあたり、「分子・漢字」が第二表徴レベルにあたる。） 
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漢字学習編の第１課・第２課では暗記文を呈示するが、それ以降は自分で暗記文を自由に考える

こととし、暗記文は呈示していない。この暗記文を作れるようになることは、漢字を生み出す方

法（「漢字の造字法」）が身につくことで、造字法そのものを学習させたいからである。 

 

〈３段階の学習： 知る －＞ 復習 －＞ テスト〉 

eLearning教材では、原子・漢字をそれぞれ

３段階で学習する。 

 

まずその課の原子や漢字の形と意味を知

る。次に、形をみたら意味が思い出せるか

意味をふせて形を呈示して復習する。最後

に、形と意味をつなぐことができるかテス

トする。 

 

テストで正答率８０％以上で次の課に進

む。 

 

 

 

１．３ KKが取り扱う「文字の意味」について 
 

KKでは、漢字の部品の意味について、字源的な正確さを追求していない。すでに白川静が明らか

にしたように、3000年の歴史をもつ漢字にはそれぞれ原初的なイメージがある。しかしながら、

我々日本人は、古代シナ人が漢字に託した原初的なイメージをそのまま使って来たわけではな

い。むしろ、原初的なイメージを捨て、日本人から見て適切な意味の集合体を託すものとして漢

字の形を利用してきた。 

 

KKでは、日本人は長い歴史を通じ日本人なりに漢字を再解釈し、日本人に都合の良いように主体

的に活用してきたと考えている。言い換えれば、「実際の漢字の使われ方から見て、この形に託

されている意味はこれだ」と解釈可能だと考えている。KKでは、この「漢字の使われ方から見た

形の意味」をイメージと言葉（母語での表現）にしている。 

 

とりわけ漢字の部品である「原子」の意味については、様々な意見がありうると理解している。

しかし、漢字の意味を日本人が主体的に再解釈したものである、あるいは、漢字を覚えるという

実用性を重視した結果である、と肯定的に受け取っていただきたい。 

 

KKは「漢字記憶術」なのであって、漢字の字源を示すものではない。 

 

なお、現代の漢字学の権威者である笹原宏之は「「字源」論はあくまでも後世代の民間語源説的

「説明」である」と『漢字の歴史』[2014: 49 ちくまプリマー新書 219]で述べている。また、

白川静も「六書に関して付言すると、個々の時の太古の時代の字源については、後人の考証推測

した解釈による説にとどまるものが多いのです」と述べている。 
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２．体系性 
 

KKでは原子や漢字の形と意味を体系的に覚えてゆく。どのような体系になっているか簡単に説明する。 

 

２．１ 原子学習の体系性：意味的体系性（上掲箇所） 
 

第1課では、ヒトが誕生した後、最初に目で認

識する最も具体的なもの「顔（かお）」に対応

した6原子「口 > 目 > 自(鼻) > 頁(面) > 耳 

> 而(あごひげ)」を扱う。それから徐々に抽象

度が増し、最終的に12課で、ヒトの認知発達で

言えば12歳ぐらいの抽象度に至り終わる。 

 

原子はヒトの認知発達を参考に１２グループに

分けてあり、ある程度意味の近い原子をまとめ

て覚えられるようにしてある。 

 

 「2課:ヒト・身体 > 3課:動物 > 4課:植

物 > 5課:自然・風景 > 6課:家・建物 > 

7課:道具 > 8課:記号群(3500年の文字獲得に

より得られた高度な記号化能力) > 9課:言語・数字・方角 > 10課:行為・動作 > 11課:感

情・知覚 > 12課: 公私の区別・社会・道徳」。 

 

この図は、１２グループの原子群を図示したものである。数字はグループ番号＝レッスン番号で

ある。中心に「顔」グループがあり、内側から外側に向けて抽象度が高いグループがあることを

示している。 

 

より適切なグループ化が可能かもしれないが、現時点ではこのグループ分けがよりましな分け方

であるとして採用している。 

  

 

２．２ 漢字学習の体系性：形態的体系性（上掲書：17−18） 
 

漢字学習の配列は「増分式」(新要素が一つず

つ追加されていく形式)である。原子は漢字の

中で利用される頻度の高いものから順番に呈

示してゆく。その際、その原子を含む漢字を

呈示するが、先行する原子との組み合わせで

できている漢字を優先的に呈示する。  

 

原子「口」は、原子であると同時に常用漢字

である。281 原子のうち、全漢字への出現頻度

「212回」と最多回数の原子である。 

 

そこで、最高の漢字造字力をもった原子とし

て先ず第一番目に「口1」を提示する。この原

子が組み合わされて出来る漢字は「品2」。原子「口」だけが関与している漢字はこれですべて。
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よって、増分式に次の原子を呈示する。２番目の造字力をもった原子「日3」である。「日」の組

み合せの漢字は「晶4」、そして、それ以前の「口」と組み合わせた「唱5」であり、これで該当

原子・漢字はすべて。以下、同様に原子をひとつづつ増やしてゆく。 

 

ちなみに、増分式で次の原子は「木6」で、こ

こに「木6、林7、森8、束9、東10、棟11」を

呈示する。これらは、該当原子及び先行原子

との組み合せでできている漢字であり、これ

ですべて。同様に「一12」、「本13」が来て、 

次に「人14」が来ると「人14〜占19」と漢字

が現れてくる。 

 

第１課は、漢字学習の形態的体系性を明快に

表わしている。 

 

 

3. 各種「索引」（リスト表） 
 

KKには以下の索引群が付属している。 

 

3.1 原子 

①原子：意味の提出順 ②原子：漢字の提出順 ③母語の意味のアルファベット順 

（第1課「顔」  第2課「身体」…）    （例では独語） 
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3.2 分子：漢字の提出順 
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3.3 漢字 
 

①原子の意味の提出順、②原子の意味のグループ順、③分子の提出順、④母語の意味のアルファベット順 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

①原子の意味グループ順 ②原子の増分出現順 ③分子の提出順 
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④母語（例では独語）の意味のアルファベット順 


